
書式第 12号 (法第 28条関係)

2023 (令和 5)年 度  事 業 報 告 書
2023(令和5)年 1月  1日 から   2023(令 和5)年 12月  31日 まで

生産粗墾鯉週雌人員豊生Lヨ饉量2⊥上

(2024(令 和6)年3月 28日 作成)

1 事業の成果

世界で困難な状況にある青少年の自立に向けて生活環境および教育環境を改善し、世界と日本の子どもたちが

友情を深めることにより、国際理解の促進を図ることができた。

世界 (日 本を含む)約 7の国と地域で以下の通り、安全に注意し、支援事業を行った。

(1)-1.カ ンボジアにおける青少年の教育 。自立支援、コミュニティベース支援、若年層女性へのエンパワメント事業
-2.パイリン州におけるコミュニティ・ラーニング・センター (CLC)の 質向上を通じた青少年の就労支援
-3.【新規】バンテアイミエンチェイ州におけるライフロング・ラーニング・センター(LLLC)と コミュニティ・

ラーニング・センター(CLC)のアクセス拡大を通じた子ども・若者支援

(2)フ ィリピンにおける青少年の保護 。自立支援、スラム地域の活動

(3)ヨ ルダンにおける特別活動の継続的実施と普及のための基礎整備、ザアタリ難民キャンプにおける支援継続

(4)バングラデシュにおけるストリートチルドレンのためのドロップインセンター運営

(5)-1.パ キスタンのハイバル・パフトゥンハー州における女子の中等教育へのアクセス拡大と質の向上
-2パキスタンのシンド州およびバロチスタン州における水害被災者へのシェルター支援および飲料水の水質改善

(6)パ レスチナのヨルダン渓谷における若者の社会参画支援および青少年、子ども支援の拡充

日本国内では、4年振りに実施した日本の青少年教育プロジェクト「友情のレポーター」で公募の2名 をバングラデシュに

派遣した。また、KnK写真展「フィリピン 路上のパレット」 (東京都新宿区)を主催した。マラソン大会および
ハーフマラソン大会ではKnKチャリティランナーが多数出走し、その応援を行った。

2 事業の実施に関する事項

次ページ参照
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事業名 事業内容 実施期間 実施場所 従事者数 受益対象者及び人敬
事栗額

`千

円ヽ

1青少年の教育・ 自立支援/収入創出活動 (ICA)
および若年層女性へのエンパワメント事業、
青少年のニーズ調査

2世界の子どもたちの相互理解に役立つ教育

困難な状況にある青少年の自立支援施設 「若者の

家」運営、安定 した衣食住と教育・職業訓練機会
の提供 (絹繊物、縫製、コンピュータ、英語)、
収入創出活動 (絹織物、縫製)、 若年層女性を
対象とした能力向上研修実施、パイリン州での若
者を対象とした就労支援の実施

通年 パッタンバン州、
パイ リン州、
バンテアイ ミンチェイ

州

26名 ス トリー トチル ドレンや人身売買の被害に
遭った青少年、貧困家庭出身の子ども
(15歳 から30歳 までの子ども・青少年男女
約40名 )
パイ リン州での就労支援対象者 (13歳 から
25歳 までの若者)308名
バンテ ミンチェイ州の就労支援対象者 (1:
歳から25歳 までの若者)40名
同等性教育対象者6名

63,660

フイリピン
1青少年の保護・ 自立支援/ス ラム地域支援

2世界の子どもたちの相互理解に役立つ教育

スラム地区 (2ヵ 所)で青少年と保護者への
ノンフォーマル教育や課外・啓発活動。
困難な状況にある青少年の自立支援施設「若者の

家」における安定 した衣食住 と教育・訓練機会の

提供。
青少年収容所の訪間、教育活動。

通年 マニラ首都圏ケソン市
パヤ タス、 カ ラオカ
ン・ ノー ス市 グア タ
ノー ビル、バ ゴンシー

ラン、カラオカン・サ
ウス市、マラボン市、
ナボ タ ス市 、パ サ イ

市、 リサール州カイン

タ市、プラカン州マロ
ロス市

25名 貧困地域の青少年とその家族
(約 1,872名 )

1女子の中等教育へのアクセス拡大と質の向上

2世界の子どもたちの相互理解に役立つ教育

ハイパル・パフ トゥーンハー州で、中学高等学校
計3校の建設を行い、女子の中等教育へのアクセ
ス向上を支援。教員、保護者、コミュニティ、大
学生に対する研修や啓発活動、女子へのライフス

キル教育を実施。

2023年 1月 ～2023年 11月 ハイノ`ル・パフ トゥン
ハー (KP州 )
マンセラ郡、 トルガー
郡、アポダパー ド郡、
パタグラム郡

10歳 から15歳 の子ども・生徒会員
4,304名 、
円A(規 と教師の会)メ ンパー48名
教員98名、地域住民

123,769

バキスタン
1水害被災者へのシェルター支援および飲料水の
水質改善

2_世界の子どもたちの相互理解に役立つ教育

シン ド州及びパロチスタン州で、洪水の影響を
けた被災世帯に対 し、シェルター支援、共用 ト
レ設置、および飲料水の水質を改善。

受
イ
2023年 3月 30日 ～ 7月 1(

日

シンド州およびバロチ
スタン州

被災者8.792名

ヨルダン/シ リア難民支援
1 ヨルダン・ザアタリ難民キャンプにおける教育
支援事業

ザアタリ難民キャンプの中学校にて、公教育への

継続 した就学を促進すべく、アラビア語の補習授
業や心理ケア、保護者向け研修を実施。

2013年 3月 ～継続中 ヨルダン、
マフラック県
ザアタリ難民キャンプ

l名 女子シフト :6年生～10年生617名 、男子シ
フト :6年生～8年生343名
保護者向け研修参加者 :14名

2 特別活動の継続的実施
事業

と普及のための基盤整備

3世界の子どもたちの相互理解に役立つ教育

アンマン市内、マフラック市内の公立学校及び、
ザアタリ難民キャンプ内の公立学校において、社
会性を育む特別活動 (学級活動、学校行事など)
を自律的に実施できるようヨルダン教育省をパー

トナーとして、インス トラクター養成研修や保護
者参画を促す活動を実施。

2023年 1月 ～継続中 ヨルダン、アンマン
県、マフラック県

8名 公 立枚 27板 の 教 員 保 護 者 お よび 生徒
14,“ 0名

バングラデシュ

1ス トリー トチル ドレンのための ドロップイン
センター運営

2世界の子どもたちの相互理解に役立つ教育

現地パー トナーSUF(恵 まれない家族のための
協会)と の連携の下、実態調査に基づき、
基礎教育やレクリエーション活動、朝食・

昼食、啓発活動などを提供。

2011年 9月 ～継続中 ダッカ管区ダッカ県
ケラニゴンジ郡

5名 6歳から17歳 までのス トリー トチル ドレン
のぺ9,7∞ 名

パ レステナ

l若者の社会参画支援および青少年、子 ども支援
の拡充

2 世界の子どもたちの相互理解に役立つ教育

パレスチナ自治区ヨルダン渓谷において、若者の

社会参画を目指 し、若者向けの研修を実施、また
子ども支援の拡充を目指 し、子ども向け活動を実
施。

2023年 2月 ～継綻中 パレスチナ自治区
ヨルダン川西岸地区
ヨルダン渓谷

6名 14～29歳 の若者48名 、1～ 16歳の子 ども約
300名

31,814

海外活動

その他 通年 東京事務局 10名 海外活動地で困難な状況にある青少年

|    ~
:

1東

京における上記事業の支援業務



事業名 事業内書 奥鮨期日 実施場所 従事者数 受薔対彙者及び人数 事業饉(千円)

友情の レポーター 世界の子 どもたらの相互理解 に

役立つ教育・ 啓発活動

通 年 内

シ

国

デ

不

ラ

ロ

グ

バ

な

ン

”と

3名 反情の レポーター (旧 子ども
レポーター)累計68名 、
日本全国の青少年、
ビデオ レポー トや各メディアの

読者、視聴・聴取者

友情の 5円 土キャンペー ン 日本の小中高校生対象に、海外の
ス トリー トチル ドレンなどの情報を

伝え啓発 し、友情の証 として「ご縁
=5円 」を届ける募金キャンペーン
を実施。

通 年 日本国内 1名 日本全国の青少年および保護者

など

2,240

各種イベ ン ト主催 、参加 写真展や報告会、講演会などの各種
イベン トを通 じ、世界 と日本の子 ど

もたちの相互理解に役立つ教育・啓

発活動を実施。

通 年 日本国内 5名 主催イベン ト来場者 (210名 )
その他外部主催、共催イベン ト来

場者 (約 100,000名 )

教育的 な映像・写真資料制作 活動紹介 DVD、 写真バネルの制作・

展示・配布・貸出
通 年 日本国内 1名 日本全国の字硬、教育機関など

へのDVD、 写真パネル貸出

教育的な情報の発信、支援依頼 日英語ウェプサイ ト、メールマガジ

ン、プログ、X(旧 Twitter)、 フェ
イスプック、インスタグラム、
YouTubeに よる情報発信。
外部国際協力関連サイ ト掲示板への

情報掲載。資料請求対応など。

団体訪問希望者を受入れ、海外のス

トリー トチル ドレンなどの情報を伝
え啓発を行 う。

各種講演会ヘスタッフを派遣 もしく

はオンラインで講演を行い、支援参

加を呼び掛ける。

通年 日本国内 2名 |よび海外の一般の方々、

、メールマガジン登録者
600名 へ年 16回送信)、

SNS利 用者 (約 14,500名 )
日本全国の生徒・学生 。一般市民

約500名

制作資料商品の販 売 日本国内 1名 の方々、

9,379

教育プロジエクト
および広報・啓発活動

ニュースレター、
年次活動報告書の制作発行・送付
その他、啓発活動及び支援者コ
ミュニケーション

通 年 日本国内 4名 日本の一般の方々、育少年、
登録支援者 (ニ ュースレター

平均4,200名 へ年5回送付、

年次活動報告書2,500部発行 )

27,212

通 年 東京事務局 1名 日本お よび海外の一般 の方々な ど 9,397組織維持管理運営 上記運営管理

(その他事業)

実施せず

ホ ス トカ ー ぽ 吾霜 の取 元 適 午



法人名: 特定非営利活動法人国塊なき子どもたち

活塾趾笙豊
2023年  1月  1日 ～  2023年  12月  31日 まで

(単位 :円 )

67.000

139,991,063

7,191,104

29,999,995

179,633,839

7,070

34,803,387

301

40,647

796

67,000

139,991,063

216,824,938

34,810,457

41,744

49,988,874

49,988,874

246,734,672

2,159,201

11,983,042

7,050,094

582,848

372,613

5,556

209,540

110,000

299,718

0

6,898

52,360

123,570

235,277

269,925,

15,259,228

15,259,228

21,350,169

38,840

2,055,812

782,979

916,172

366,034

4,089,264

210,148

5,275,104

5,396,864

6,948

1,037,280

295,150

552,748

62,040

0

264,786

319,914,263

36,609,397

107,244,868

35,211,542

142.456.410

I経常収益
1.評餞員会費
評議員会費
2.受取寄付金
受取寄付金

3.受取助成金等
受取民間助成金

受取公的助成金

受取国庫補助金

4.事業収益
物品販売等
その他の事業収益

5。 その他収益
受取利息

為替差益

雑収益

経常収益計
Ⅱ経常費用
1.事業費
(1)人件費
給料手当

人件費計

(2)その他経費
プロジェクト活動費
プロジェクト活動費返還金

旅費交通費
業務委託費

通信運搬費

消耗品費

仕入等

印刷発送費
支払会費
銀行等手数料
車両費
広告宣伝費

会議研修費
租税公課

その他費目

その他経費計

事業費計

2.管理費
(1)人件費
給料手当

人件費針

(2)その他経費
旅費交通費

業務委託費

通信運搬費

消耗品費

水道光熱費

印刷発送費

支払会費
銀行等手数料
広告宣伝費

会議研修費
リース料

租税公課

減価償却費

地代家賃等

為替差損
その他費目

その他経費計

管理費計

経常費用計
当期純損益金額
Ⅲ 当翔利益
前期繰越正味財産額
当期正味財産増減額

次期繰越正味財産額
正 味 財 産 増 減 額 の 部

35,211

107,244,868

35,211,542

142,456,4

12,456,410

I指定正味財産
前期繰越指定正味財産額

当期指定正味財産増減額

次期繰越指定正味財産額

Ⅱ一般正味財産

前期繰越一般正味財産額

当期一般正味財産増減額

次期繰越一般正味財産額

次期繰越正味財産額

不l 日

35.211.54:



法人名 : 特定非営利活動法人国境なき子どもたち

貸借対皿羞
2023年 12月  31日現在

(単位 :円 )

136,776,993

628,425

17,975,825

51,182,441

4,728,557

55,910,998

1,495,500

1,495,500

155,381,243

57,406,498

70,331,331

2

1

787 ,741

54,600,665

839,000

9,433,130

3,463,174

7,600

70,000

1 17 762

70,331,331

0

142,456,410

212,787.741

Ii賢産の部
1。 流動資産

現金預金

棚卸資産

その他流動資産

流動資産合計

2.固定資産
(1)有形固定資産

土地

建物

有形固定資産計

(2)投資その他の資産

KO&Co.合同会社 出資金
投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計
Ⅱ負債の部

1.流動負債
前受助成金

仮受委託料

返還助成金充当未払金

未払金

未払消費税等

未払法人税等

預り金

流動負債合計

負債合計
Ⅲ 正味財産の部

1.指定正味財産
2.一般正味財産
正味財産合計

負債及び正味財産合計

科  目 金  額



法人名: 特定非営利活動法人国境なき子どもたち

2023生 E」菫量生|1型 5自陛]菫ヒZ≧i≧』i]

重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 2011年 11月 20日 一部改正 NPO法人会計基準協議会)によっています.

(1)棚卸資産の評価基準および評価方法
棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は個別原価法によっています。

(2)固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は10万 円超から20万円未満は3年均等償却、20万円以上は税務上の耐用年数で年均等償却しています。

(3)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

2.事業部別費用の内訳

3.使途等が制約された寄付等の内訳

科  目 海外支援事業
海外/国内支援
事業後方活動

広報啓発
教育アロジェクト

資金調達

管理運営

人件費 31 149.485 11.219485 7619904 15259228 65,248,102

プロジェクト活動費 246,734,672 246,734,672

プロジェクト活動費返還金 2 159201 2,159,201

旅費交通費 9,316,306 50.090 2.616.646 38、 840 12,021,882

業務委託費 63013.591 215604 530.899 2055812 9,105,906

通信運搬費 150.868 139,032 292.948 782.979 1,365,827

消耗品費 185,249 140,588 46,776 916,172 1,288,785

水道光熱費 366.034 366,034

仕入等 5.556 5,556

印刷発送費 209540 4089264 4,298,804

支払会費 110.000 210.148 320,148

銀行等手数料 291,710 3.828 4,180 5,275,104 5,574,822

車両費

広告宣伝費 6.898 5,396.864 5,403,762

会議研 li参費 2,200 50,160 6,948 59,308

リース料 1.037280 1,037,280

租税公課 31 92() 91 650 295 150 418,720

減価償却費 552,748

地代家賃等 62.040 62,040

為替差損

支払利息

その他費 日 235.277 264,786 500,063

合  計 296,323,002 11,972,477 11,618,784 36,609,397 356,523,660

内  容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備   考

外務省日本NGO連携無償資金協力事業
一パキスタン ハイバル・パフトゥーンハー
州における女子の中等教育へのアクセス
拡大と質の向上事業(■ 期)

0 3,037,846 3,037,846 0

当該事業として前期に交付を受けた事業支援金総額よ

り、前受寄付金としていた当該 金額は今期に事業費計

上しております。

外務省日本NGO連携無償資金協力事業
一カンボジア、パイリン州におけるコミュニ

ティ・ラーニング・センター(CLC)の質の向
上を通じた青少年の就労支援事業(Ⅲ 期)

10,463,616 10,463,616 0

当該事業として前期に交付を受けた事業支援金総額よ
り、前受寄付金としていた当該金額は今期に事業費計
上しております。

外務省日本NGO連携無償資金協力事業
―パキスタン ハイバル・パフトヮーンハー
州における女子の中等教育へのアクセス

拡大と質の向上事業(Ⅲ期)

93,441,004 93,441,004 0

当該事業として前期に交付を受けた事業支援金総額
99,997,517円 のうち、前期前受寄付金としていた

96,149,507円 のうち93,411,004円 は今期に事業費計 上

しております。今期末使用であった2,708,503円 は来期
への前受寄付金として負債計上しております。

外務省日本NGO連携無償資金協力事業
―パレスチナ自治区 ヨルダン渓谷におけ
る若者の社会参画支援および青少年、子
ども支援の拡充(1期 )

32,420,257 32,420,257 0

当該事業として今期に交付を受けた事業支援金総額

60,760,279円 のうち、今期未使用であった28,340,022円

は来期への前受寄付金として負債計上しております。

公益財団法人日本国際協力財団(JIC「 )
―カンボジア国バンタンバン州における、
若年女性のための自立・就労支援事業
(単年度)

0 3,742,288 3,742,288 0

当該事業として今期に交付を受けた事業支援金総額
5,000,000円 のうち、今期木使用であった1,257,712円 は
来期への前受寄付金として負債計上しております。

独立行政法人国際協力機構―ヨルダンに

おける特別活動の継続的実施と普及のた

めの基盤整備事業

0 34,630,000 34,630,000 0
当該事業として今期確定した委託料総額は、今期全額

事業費として計上しております。

外務省日本NCO連携無償資金協力事業
一カンボジア、バンテアイミエンチェイ州に
おけるライフ・コング・ラーニング・センター
(LLLC/CLC)のアクセス拡大を通じた子ど
も。若者支援事業

0 40,271,116 40,271,116 0

当該事業として今期に交付を受けた事業支援金総額
58,959,853円 のうち、今期未使用であった18,688,737円

は来期への前受寄付金として負債計上しております。

特定非営利活動法人ジャバン・プラット
フォーム(JPF)― パキスタン シンド州とバ
ロチスタン州における水害被災者へのシェ

ルター支援及び飲料水の水質改善

29,999,995 29,999,995 0
当該事業として今期に交付を受けた事業支援金総額
は、全額今期に事業費計上しております。

合  計 248.006.122 248.006.122



4 固定資産の増減内訳

5.借入金の増減内訳

6 役員及びその近親者との取引の内容

地

物

上

建

有形固定資産

器具備品

51,182,441

9,457,109

1.572.010

|   |   |
01        01   51,182,4411
01             01     9,457,1091

01      1.095.9101       476.1001

0

△ 4,728,552

△ 476.100

51,182,441

4,728,557

0

無形形固定資産

ソフトウェア

投資その他の資産

出資金 1.495,500

|

1.495,5001 1,495,500

63_707.060 △ 5.204.652ol r.ogs.910l 62-6rr-lsol 57.406.498合  計

139991 063 2481_476

2.481_476

(活動計算書)

I.2受 取寄付金

活動計算書計 139,991,063

キ十 日

禾キ  ロ 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 (うち1年内返済予定額

長期借入金 2.000,00( 2.000.001

内役員及び近親

者との取引
科 目

財務諸表に計上ゼ

れた金額



法人名 : 特定非営利活動法人国境なき子どもたち

盟産旦量
2023年 12月  31日現在

(単位 :円 )

I資産の部
1.流動資産
(1)現金預金

現金

三菱東京UFJ銀行

みずほ銀行
三井住友銀行

ゆうちょ銀行
(カンボジア)カンホ'ブアコマーシャル銀行/アドハ

・ンスドオプアプア銀行

(フィリピン)メトロ銀行

(バングラデシュ)ルパリ銀行/ウッタラ銀行

(ミャンマー)コーポレイティブ銀行

(シリア/ヨルダン)ヨルダンイスラム銀行
(パキスタン)ムスリムコマーシャル銀行′バンクイスラミパキスタン銀行

(パレスチナ)ナショナル銀行/ハ
°
レスチナイスラミック銀行

(2)棚卸資産

商品/KO&Co.
商品/ポストカード

商品/書籍

商品/DVD
貯蔵品/封筒等

(3)その他流動資産

前払費用

立替金

未収入金

前払金/全事業地分

貸イ寸金 (KO&Co.Cambodia)

流動資産合計

2.固定資産
(1)有形固定資産

土地

建物

(2)投資その他の資産

KO&Co.合同会社 出資金
固定資産合計

資産合計
Ⅱ負債の部

1.流動負債
前受助成金

仮受委託料

返還助成金充当未払金

未払金/全事業地分

未払消費税等

未払法人税等

預り金/全事業地分

流動負債合計

負債合計
正味財産

負債及び正味財産合計

3,769,

83,410,

282,

2,886,

18,042,

16,472,

1,075,

341,

2,

6,161,

1,032,

3,301,

5

32

23

11

23

3

411

2

3

3

30,1

96,5

129,

24,

348,1

550

227,16

12,545,

1,029,561

3 624

51,182,441

4,728,55

1 495 5

54,600,665

839,00

9,433,130

3,463,17

1

7

70

17 762

155,381,243

57,406,498

212

331

10

70,331,331

212,787,741

科 目



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

生宣塾基」塑 E」二重五五△遅旦豊Z三二重
=と

二当上」三

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

′

′

以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

⌒

鰻ジ監事

ドミニク・ レギ

ュイエ 2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

年  月  日

年  月  日
LEGUILLIER

DOMINIQUE

PIERRE

９

“

ノ
nヽ

足ジ監事

アグネス 。ギャ

ラル ド・クイ

リアーノ
2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

年  月  日

年  月  日AGNES GALLARDO

QUITORIANO

う
０

⌒

tジ監事
テラダ サエコ 2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

年

年

月

月

日

日寺田 朗子

４

■

⌒

健ブ監事
トキダ タカシ 2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

年

年

月

月

日

日常田 高志

Ｅ
υ 0監 事

ローーフ ン・ フ
‐
ュ

ボワ 2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

年  月 日

日年 月
DUBOIS LAURENT

FRANCOIS

´
Ｕ

監事理事

オオタケ アヤ
コ

2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

年  月  日

年 月 日大竹 綾子

７

１
監事
シミズ キョウ 2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

年

年

月   日

月   日清水 匡

8 監事

クリバヤシ マ

カ
2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

年

年

月

月

日

日栗林 まどか



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

9 理事 監事

タマムラショウ
ゴ 2023年  1月  1日

2023年 12月 31日玉村 翔吾

年 月

月

日

日年

10 監事理事

キミシマ リア
ン

2023年  1月  1日

2023年 12月 31日君島 梨央

年 月

月

日

日年

11
ノ…ヽ理事(フ
ミズノ タヨコ 2023年  1月  1日

2023年 12月 31日
水野 太洋子

2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

12 監事理事

キ ヨ カ ワ (キ ニム

ウセ イ ヽ
′ツ ウ

2023年  1月  1日

2023年 12月 31日

フ ) チ ノ ルヽ

清リ ( 姓 松| 1日

浦 )
キ
つ は る

年  月  日

年  月  日

13 監事

モリヤ ケイ 2023年  1月  1日

2023年 12月 31日守谷 慧

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

生起墨窒重塁勘土刈塾墨重 子どもたち

氏   名

1 ドミニク・レギュイエ

2 アグネス・ギャラル ド・
クイ トリアーノ

3
寺田 朗子

4 常田 高志

5
ローラン・デュボワ

6 大竹 綾子

7 清水 匡

8 栗林 まどか

9
玉村 翔吾

10
君島 梨央

11
水野 太洋子

12 清川 (旧姓 松浦)ちはる

他、計68名。以上




